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「いじめ」、体罰、児童虐待など、子どもをめぐる様々な人権問題について、電話相談を 

お受けします。  ◎ 相談は無料で、秘密は厳守されます。 
 

と  き  2024 年８月 21 日（水）～８月 27 日（火） 午前８時 30 分～午後７時まで 

      （ただし、土曜日・日曜日は午前 10 時～午後５時まで） 

電話番号   ０１２０－００７－１１０(全国共通・無料) 

相談方法  電話による相談です。 

   （人権擁護委員、法務局職員が対応します。） 

問合せ先  神戸地方法務局人権擁護課 ℡ ０７８－３９２－１８２１（代表） 

 

 

 

 

７月26日(金)、29日(月)及び８月１日(木) 

に各々書道、絵画、工作教室が開かれ、 

地域の小学生がたくさん参加しました。 

 書道は大西すず先生、絵画は藤原廣幸先生 

の指導のもと、それぞれ個性あふれる作

品に仕上がりました。また、市職員高原

摂竜さん指導による工作は物づくりの

楽しさを友だちと共有していました。 
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カビの生えていない餅を食べるには ～理論知と経験知～ 
 

上野会館 文芸教室 講師 阿江 誠 

ある研修会でこんな話を聞きました。講師

は警察を退官された人でした。 

講師「戸棚に入れていたお餅にカビが生えて

食べられなくなりました。なぜでしょう？」 

聴衆 A「空気中に湿度があるからです。」・・

なるほど。 

聴衆B「カビ菌が空中に存在するからです。」・・

そりゃそうだ。 

講師「実は、こんな答えをする人は、かなり

詐欺に引っかかりやすい人です。」 

「え？」って思いますよね。聞いていた

私も似たような答えでした。その講師の方

の話では、詐欺に引っかかるのは知識のあ

る人が案外多いとのことでした。 

中途半端に知識のある人は、専門的な言

葉を理論的に駆使されると話の内容が少し

理解できるだけに信じてしまい、だまされ

ることもあるようです。そして、知識のあ

る人は自分より知識のある人の理論知を重

視し、知識のない人の意見に耳を貸さない

傾向もあるようです。 

一方、日本昔話の「姥捨て山」で隣の国

の殿さまの無理難題をおばあさんの長年の

経験知で乗り切り、国を守ったという話は

有名ですね。生産性の低い高齢者は国に必

要ない。無学のおばあさんの話は聞いても

しかたないと切り捨てていたら隣の国に亡

ぼされていたことでしょう。 

理論知と経験知の話をもう一つ。 

「電線に止まっている５羽のスズメのう

ち２羽を撃ち落とせば、後に何羽のスズメ

が残るでしょう？」「そりゃ３羽だろう。」

と即答してしまったアナタ、理論知重視で

少し危険です。答えは「0 羽」です。だっ

て残りのスズメは銃声に驚いて逃げるから

です。理論知では「3 羽」ですが経験知で

は「0 羽」となるわけです。 

昔、「事件は会議室で起きてるんじゃない、

現場で起きているんだ。」というセリフが

流行りました。「踊る大捜査線」で織田

裕二扮する青島俊作が叫ぶセリフです。理

論知や建前を重視する会議室の上層部の人

たちに、目の前で事件が起こっている現場

の刑事の経験知の方が迅速で確実な判断が

できるという切実な叫びだったのでしょう。 

もちろん科学的知識や理論知は人類の成

果で大切です。しかし、それだけに頼るに

は危ういのです。理論知に経験知が加わっ

てこそ鬼に金棒なのです。餅のカビは理科

の実験室で起きているのではなく、台所の

戸棚で起きているのですから。 

あ、そうそう、最初の問いの答えが気に

なりますよね。それは、経験知の高いおば

あちゃんの答えた次の一言です。「カビが

生えるまでに、早よう食べへんからや。」 

カビの生えてない餅を食べるには、カビ

が生えるまでに食べればいいのです。もっ  

とも現実的で役に立つ答えですね。う～ん、

なるほど・・・。 
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８月３日(土)、黒っこプラザにおいて、みだしの講演会が開催されました。 
講師に気象予報士、防災士、健康気象アドバイザーの蓬莱 大介さんをお招きし、「災

害発生時の自助・共助の役割と必要性」と題して講演をいただきました。 
災害発生時の防災の心構えとして、先ず自助(自分を守る。)続いて共助(共に助

け合う。)最後に公助(市町村・県・国)であると、改めて考えさせられました。 
皆さん、今一度防災マップの確認と防災バッグ、保存食、水などを備え、防災 

意識を高めましょう。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災学習会を行いました！  
 ８月５日(月) 、西脇消防署員の 
ご指導により当館において、心肺 
蘇生とＡＥＤの取り扱い方及び 
消火器の取り扱い方について 
実践形式で、学習しました。 

 
 
 

隣保館交流ゲートボール大会
を行います！ 

 
 第 37 回隣保館交流ゲート 
ボール大会を８月 25 日(日)、 
黒田庄グラウンド専用ゲート 
ボール場で実施します。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024(令和 6)年度「人権文化をすすめる市民運動」推進強調月間講演会一覧 
 

▶ 講演会の前に小・中学生による人権作文の朗読があります。（令和６年８月21日以降実施分掲載） 

                                                                         

 

地  区 日    時 場      所 演  題 ・  講  師  

西 脇 
８月 21日(水) 

19：30～ 
西脇区会館 

『 男らしく女らしくよりも自分らしく 』  

～ひとりひとりの性を尊重できる地域へ～ 

(社団)日本 LGBT協会代表理事  清水 展人 さん 

日 野 
８月 23日(金) 

19：00～ 
サンパル日野  

『「自分に関係ない」と思っている人に聞いて 

ほしい差別の話 』～無意識の偏見、無自覚な差別～ 

 在日コリアンカウンセリング＆コミュニティセンター 

 代表  丸一 俊介 さん 

芳 田 
８月 26日(月) 

19：00～ 

芳 田 の 里 

ふれあい館 

『 私のアイヌ』 

～平取町二風谷の育ちから～ 

合同会社Ｋａｔａｋ代表  関根 摩耶 さん 
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※ 印は、定例の日を変更していますのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

８/11 

<山の日> 

12 

<振替休日> 

13 
 

14 
 

15 
 

 

16 
 

17 
クラシックギター 

18 
 

19 

 フラダンス 

20   
生活相談日 

３B体操 

21 
にこにこ喫茶 

「ひまわり」 

22   
※手芸 

※くらしの教室(館外) 

23 
くらしの教室 

24 
  

25 
第37回館交流 

ゲートボール大会 

26 
 

27 
着付け 

３B体操 

28 
にこにこ喫茶 

「ひまわり」 

29 
 

30 
第1回文化祭 

実行委員会」 

31 
 

９/１ 

 

２ 
ミニいきいきサロン 

フラダンス 

３ 
生活相談日 

３B体操 

４ 
にこにこ喫茶 

「ひまわり」 

５ 
 

６ 
 

７ 

クラシックギター 

８ ９ 

 着付け 

 ３B体操 

10 11 
にこにこ喫茶 

「ひまわり」 

12 

健康運動 

＆身体調整 

13 
書道 

三田音頭 

14 
七宝焼(AM・PM) 

 エコクラフト 

 （紙バンド） 

８月 11日～９月 14日の隣保館行事予定表 

編 集 後 記  
 
過日、黒っこプラザで気象予報士の蓬莱大介さんの講演があり、「命に関わる暑さに注意！」と

言うお話がありました。そう言えば連日テレビで「７月の気温が観測史上最高」だとか、 
「○○市で最高気温更新」などと言ったニュースばかりが耳に留まります。 

都市化と地球温暖化により昔と「暑さの質が違う」という認識をもつことが大事で、 
2020年の熱中症による死亡者は 1,528人、そのうち86％が65歳以上となっています。 

暑さ（熱波）も災害と考え、「熱中症アラート」は『暑さの警報』であると認識して、 
不要不急の外出は控え、エアコンや扇風機を上手に活用し、今年の暑い夏を乗り越えましょう。(Ｈ.Ｎ） 

 

 


